
「エア・フェスタ浜松２０１７」で広報活動を実施
イ
ン
パ
ル
ス
の
曲
技
飛
行
は
中
止
さ
れ
地
上
滑
走
の
み
の
展
示
と
な
っ
た
が
、

が
で
き
、
最
大
３
０
分
待
ち
と
な
る
大
盛
況
と
な
っ
た
。

フ
ェ
ス
タ
浜
松
２
０
１
７
」
に
お
い
て
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

な
ど
を
行
い
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
特
に
若
手

的
に
参
加
し
、
幅
広
い
方
々
に
自
衛
隊
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

静
岡
地
方
協
力
本
部
は
格
納
庫
前
の
一
角
に
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
子
供
用
制

が
、
戦
闘
機
の
展
示
飛
行
は
迫
力
満
点
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
雨

の
展
示
飛
行
や
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
装
備
品
の
地
上
展
示
な

機
体
が
か
っ
こ
よ
く
撮
影
で
き
た
。
雨
の
中
で
も
エ
ア
・
フ
ェ
ス
タ
に
来
て
よ

っ
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
ブ
ル
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
は
雨
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
い
行
列

月
１
５
日
（
日
）、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
（
浜
松
市
）
で
行
わ
れ
た
「
エ
ア
・

服
・
迷
彩
服
の
試
着
体
験
や
航
空
機
を
写
し
た
自
衛
隊
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
広
報
活
動
に
積
極

ど
を
楽
し
ん
で
い
た
。

か
っ
た
」「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
曲
技
飛
行
が
見
ら
れ
な
く
て
残
念
だ
っ
た

県
内
外
か
ら
来
場
し
た
３
万
人
を
超
え
る
航
空
フ
ァ
ン
は
、
戦
闘
機
や
練
習
機

来
場
者
か
ら
は
「
雨
は
残
念
だ
っ
た
が
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
離
着
陸
す
る

天
の
中
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
雨
の
エ
ア
・
フ
ェ
ス
タ
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
あ

学生が砕氷艦「しらせ」で東京湾を体験航海

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
０

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
０
月

砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
は
、
文
部
科
学
省
国
立
極
地
研
究
所
南
極
地
域
観
測
隊
の

格
納
庫
な
ど
を
見
学
し
た
。

埠
頭
（
東
京
都
中
央
区
）
間
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」
の
体
験

地
本
か
ら
は
袋
井
所
長
・
湯
淺
幸
典
２
等
空
尉
引
率
の
も
と
、
中
学
生
等
６
人
と

る
機
会
を
活
用
し
た
広
報
活
動
に
努
め
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
向
上
に
全
力

し
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
「
乗
員
か
ら
し
ら
せ
や
海
上
自
衛
隊
の
任
務
に
つ
い
て
丁
寧
に

隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
同
艦
は
例
年
１
１
月
か
ら
翌
年
の
４
月
ま
で
約
半

よ
る
ラ
ッ
パ
吹
奏
な
ど
も
行
わ
れ
、
遠
い
南
極
を
感
じ
る
と
と
も
に
移
り
行
く
東

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

航
海
に
学
生
等
を
引
率
し
た
。

横
須
賀
基
地
に
お
い
て
「
し
ら
せ
」
を
背
景
に
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
乗
員
の

２
１
日
（
土
）、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
か
ら
晴
海

当
日
は
、
台
風
の
影
響
も
あ
り
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、
近
隣
各
都
県
の
地
方
協

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
体
験
航
海
な
ど
若
者
が
将
来
の
夢
を
描
く
こ
と
の
で
き

年
間
任
務
を
行
い
、
次
年
度
の
訓
練
期
間
中
に
学
生
等
に
対
し
体
験
航
海
を
実
施

京
湾
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
約
４
時
間
半
の
航
海
を
楽
し
ん
だ
。

輸
送
・
研
究
任
務
の
た
め
建
造
さ
れ
た
南
極
観
測
船
で
、
艦
の
運
用
は
海
上
自
衛

ま
た
、
格
納
庫
で
は
し
ら
せ
が
持
ち
帰
っ
た
「
南
極
の
氷
」
の
展
示
や
乗
員
に

説
明
を
受
け
、
海
上
自
衛
隊
に
対
す
る
見
識
が
広
が
っ
た
。
め
っ
た
に
で
き
な
い

を
尽
く
し
て
い
く
。

誘
導
に
従
っ
て
乗
艦
す
る
と
、
艦
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
艦
橋
や
食
堂
、
居
室
、

力
本
部
の
引
率
に
よ
る
船
に
興
味
の
あ
る
若
者
や
協
力
者
が
多
数
乗
艦
し
、
静
岡

高
校
教
諭
１
人
の
合
計
７
人
が
参
加
し
た
。

制服を着て若手パイロットと
記念撮影

地本のブースでは
缶バッジが大人気

南極の氷を触る中学生

艦橋を見学する学生たち


